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1. 概要 

 宇宙空間にはダストと呼ばれる固体微粒子が多数

存在している。天体からの光がこのダストを通過する

際には、ダストにより光が吸収、散乱され減光が起こ

ることが知られている。 

 正確な天体観測や宇宙の構造を知るうえで欠かせな

いダストの性質について調べるため、4波長帯でのセ

ファイド型変光星の観測を行い、ダストによる波長ご

との減光率・サイズ・多方向の密度を調べ、考察し

た。この研究は銀河学校2016での研究をまとめたも

のである。 

 

2. 観測 

観測場所：東京大学木曽観測所（長野県） 

観測装置：木曽105cmシュミット望遠鏡KWFC 

フィルタ：B(444.4nm) , V(550.4nm) ,  

R(658.1nm) , I(806.9nm)      

観測日時：2016/2/10 20:00~23:00 (1回目),  

2016/3/22 20:00~21:00 (2回目) 

 観測対象：銀河面方向銀経149,161,175度付近の 

7つのセファイド 

 

3. 方法 

(1)ターゲット星のセファイド型変光星と標準星を測

光し、ターゲット星の実視等級を求める。 

(2)セファイド型変光星の周期光度関係よりターゲッ

ト星の絶対等級を計算する。 

(3)減光曲線を描き、そのグラフを直線近似することで

波長ごとのダストによる減光量の値と距離による減

光量μを求める。μより各ターゲット星の地球から

の距離を求める。 

(4)ミー理論からダストのサイズを測定する。 

(5)ダストのサイズとダストによる減光量より各ター

ゲット星から地球までのダストの密度を求める。 

 

4.  結果 

ダストの半径は、その屈折率を少し汚れた氷球粒子の

値1.3+0.1iとして[1]計算すると0.34μmであった。 

 

また、今回の結果の個

数密度の平均より、観

測範囲である銀経149度

から175度の範囲でのダ

ストの質量密度は1.5×

10-4(M/pc^3)と見積もっ

た。 

そして、観測写真の

0.25度×0.25 度の範囲

の恒星の数を数え、そ

の恒星が 1個当たり 1

太陽質量とし、銀河系

を地球から 20kpc まで

の距離とした場合の恒

星の質量密度は 1.4×

10-5(M/pc^3)と見積もっ

た。 

 

 

NASA/JPLCaltech/ESO/R. Hurtより 

(白点が2/10撮影、黒点が3/22撮影) 

 

5. 考察 
グラフより太陽からの距離が遠いほどダストの量が

少なくなり、その減り方は銀経によって異なるとわか

る。求められたダストの質量密度は、恒星の質量密度

よりも大きくなるという直感に反する結果となった。

これは銀河系の範囲を恒星の少ない外延部までとした

こと、ターゲット星の距離の実験値は文献値に対して

2つを除いて小さいため、ほとんどの場合でダストの

個数密度の値は実際より大きくなっていることが原因

と考えられる。 
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